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1 は じ め に

「まいひめ」は,1994年に福島県の高冷地用の品種とし

て奨励品種に採用され,1996年より本格的な栽培が実施さ

れている。しかし,県内の高冷地でも会津山間部と阿武隈

山間では気象条件が異なるため,地域別の適応性について

の検討が必要である。そこで,1995年に県と地域農業改良

普及センター及び農業協同組合が中心となり,県内の各地

に展示圃を設置し,各地域への適応性や栽培上の問題点に

ついて検討を加えた。この展示圃の成績を中心に解析した

結果について報告する。

2試 験 方 法

(D 現地試験

1)試験年次 1995年
2)供試品種 まいひめ
3)展示圃数と解析対象圃場 土地利用型新技術展示
圃 (12ケ所),農業協同組合展示圃 (42ケ所),農協中央会

展示圃 (4ケ所)の計56ケ所。そのうち耕種概要が明確な

ものと標高が350m以上の地帯のものについて解析した。

4)栽培法 現地慣行による
2)場内試験 (現地試験に対する比較区)
1)試験年次 1995年
2)供試品種 まいひめ
3)栽植密度 30× 14m(238株/ポ )
4)移植期 5月 18日 機械植 中苗
5)施肥量は燐酸を1 lkg/a,加里を1211g/aと し,

窒素は基肥について06聴/aと o8kg/a区を設け,追肥

時期及び量については無追肥,幼穂形成期に02蹂/aの
追肥,幼穂形成期と減数分裂期の0 2kg/a追 肥区の計 6

区を現地試験との比較区とした。

3 試験結果及び考察

0)苗質
現地試験の苗調査結果を表 1に示した。育苗日数は播種

量が180～220gと 多いにもかかわらず272日 と長tl.ま た,

中苗の葉数がやや少なく,乾物重もやや少ない傾向を示 し

た。

表 1 現地試験の播種量別苗質

90-110  10  302  143  29    207    1 47
110-120  19  304  138  26    1 76    1 28
140-160  11   303  14 1  2 6    1 81    1 26

180～220 5 272 147 25 (157)(112)

注 現地 1ケ所は苗調査欠測。()内は3ケ所の平均。

8)栽植密度と施肥量
現地試験の栽植密度,基肥窒素量を表 2,3に示 した。

栽植密度は全体に疎植で,基肥窒素量は少肥傾向にあつた。

表2 現地試験の栽植密度 (箇所数)

0)穂いもちの発生程度と収量
穂いもちの発生程度別収量について表 4に示した。いも

ち病の防除は平均で3 4回程度行われたが,発生は阿武

隈山間 (南部)で多かった。穂いもちの発生程度が 2以下

では収量や登熟歩合に影響を及ぼしていないが,3を越え

ると急激に登熟歩合が低下し減収した。現地試験の収量は,

いもち病の発生をいかに抑えるかがボイントの1つである。

栽培方法に関しては,穂いもち発生程度 3以上の圃場はそ

0     181-200     20 1-22

表3 現地試験の基肥窒素量 (箇所数)
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穂いもち 箇所数
発生程度 (n)

収  量
(kg/a)

登熟歩合

(%)

の影響が大きいので除外して検討した。

表4 現地試験の穂いもち発生程度別収量と登熟歩合

較し少なかった。また,穂数と収量は正の相関が見られ ,

穂数を確保している地点で多収となっている。現地試験と

場内の収量別収量構成要素について表 5に示した。現地の

収量が70kg/a以上の地点は,穂数が多く,r当たり籾数
も多く確保し多収となっている。収量レベルの低い地点は,

穂数とピ当たり籾数が少ないことによるものと考えられ ,

初期生育を良くし,穂数を確保することが栽培の第 1の ボ

イントと思われる。

表5 収量別収量構成要素

収 量 箇所 穂数  1穂  nf当たり 登熟 千粒
場所 レベル 数     籾数 籾  数 歩合 重
(kg/a)(n)(本 /ぱ)(粒 )(llXl粒/nf)(%)(8)

現地 70<  2  514 970  497  701207
60´‐70  13    408   948     383     774 219
50-60  16    373   867     317     822 216

場内 70<  2  473 925  428  831220
60-70   4    428   856     366     868 21 7

(51 現地の問題点と対策

いもち病の防除は,粒剤等による葉いもちの初期予防防

除と防除時期を徹底することが第 1の条件である。次に,

苗質を改善し,施肥量を適正な量とし,栽植密度をやや高

くして初期生育を良くすることが栽培の改善方法と考えら

れる。しかし,現地試験の登熟歩合は表 5に示したように

場内に比較して低く,初期生育を促進するだけでなく,良

質米生産のためにも土づくり等により登熟歩合をあげる栽

培法がさらに必要と考えられた。

4  368(452-240) 581(691-493)
7  482(557-422) 717(914-483)
12  566(697-426) 795(881-626)
24 582(740-440)791(927-687)

818
注 穂いもちの発生程度は無 :0,徴 :1,少 :2…
甚 :5の 6段階。()内の数値は範囲を示す。

(4)場内と現地試験の生育比較

現地試験と場内試験における6月 20日 の初期茎数と幼穂

形成期の茎数の関係,穂数と収量の関係を図 1,図 2に そ

れぞれ示した。福島県の1995年 6月 は記録的な低温 。日照

不足となり,高冷地の水稲の生育が7日～10日程度遅れ ,

その影響もあり,6月 20日 での茎数は平年より少ない状況
であった。現地試験の初期茎数については,苗質の問題や

栽植密度が低いことや基肥量が少ないことにより場内に比

0現地     r=o.699“
●場内 G論O Y=0824X+2864

6月 20日の茎数
(本/r)

図 1 6月 20日 と幼穂形成期の茎数の関係

r‐ 0641“
Y=0096X+20.2

晏
(k3/a)

1  613

徹
(本/rr)

図 2 穂数と収量の関係
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